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会派ごとの賛否

議案、請願の件名 議決結果 清
流
共
産

公
明 絆

無会派
清
野

竹
内

金
崎

条
例

非常勤消防職員に係る退職報奨金の支給に関す
る条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

税条例等の一部改正 原案可決 ○ × ○ ○ × ○ ○

補
正
予
算

一般会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第４回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

契
約

工事請負契約の締結（吉田小学校校舎大規模改
造工事） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結（大田小学校体育館改築工事）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に応
じた支援を求める意見書 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

微小粒子状物質（PM2.5）に係る総合的な対策
の推進を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

使い捨て労働とブラック企業化を加速する労働者
派遣法案等の廃案を求める意見書 否決 × ○ × × ○ × ○

給付制奨学金制度の創設を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「手話言語法」制定を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業調査特別委員会設置に関する決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

「手話言語法」制定を求める意見書の提出を求め
る請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本庁舎建設及び市民会館建設を市民への説明通
りの金額約 49 億円以下で建設することを求める
請願

不採択 × ○ × × ○ × ○

秩父市のユニバーサルデザイン化に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「
埼
玉
県
・
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　

表
彰　

10
年
以
上
」

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た

◆
６
月
定
例
会
の
盆
栽
◆

　

６
月
定
例
会
に
盆
栽
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
、
日
本
盆
栽
協
会
秩
父

支
部
の
、
新
井
清
さ
ん
（
中
村
町
）、

堀
口
正し

ょ
う
い
ち
一
さ
ん
（
大
野
原
）
で
す
。

　『市民に開かれた議会』をめざし、日頃の
議会の活動状況を知っていただくとともに、
市民の皆さまのご意見やご提言を直接お伺
いし、今後の議会審議、議会運営等に反映
させるため議会報告会を開催します。
　と　き　11月14日㈮　午後６時30分～
　ところ　・影森公民館
　　　　　・吉田やまなみ会館
　　　　　・荒川農村環境改善センター
　　　　　　（３会場同時開催）

第３回 議会報告会を開催します！

新
井　

清
さ
ん
提
供

堀
口
正
一
さ
ん
提
供

永
年
勤
続
表
彰

　

去
る
４
月
16
日
に
開
催
の
埼
玉
県
市

議
会
議
長
会
お
よ
び
、
５
月
28
日
開
催

の
全
国
市
議
会
議
長
会
の
各
総
会
に
お

い
て
、
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
当

市
議
会
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
埼
玉
県
・
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　

表
彰　

15
年
以
上
」

出浦　章恵
議員

笠原　宏平
議員

逸見　英昭
元議員

宮田　勝雄
元議員

金崎　昌之
議員

清流ク：清流クラブ（11 人）　共産党：日本共産党秩父市議会議員団（３人）
公明党：公明党（２人）　絆：市民の会・絆（２人）　無会派：会派に属さない議員
※議長は人数に含まれていない。

６月定例会で審議した議案、請願の結果６月定例会で審議した議案、請願の結果

○：賛成　×：反対　○ /○：賛成人数／会派人数
第２回 議会報告会（平成25年度）の様子

６
月
定
例
会
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質
疑

問　

現
在
、
秩
父
市
の
消
防

団
に
お
い
て
は
方
面
隊
組
織

で
運
営
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
回
の
改
正
と
わ
か
り
づ
ら

い
部
分
が
あ
る
の
で
秩
父
市

の
消
防
団
組
織
に
当
て
は
ま

る
説
明
を
。

答　

所
属
別
団
員
数
お
よ
び

階
級
役
職
対
応
表

質
疑

問　

軽
自
動
車
税
の
増
税
の

背
景
、
ね
ら
い
に
つ
い
て
、

ま
た
増
税
が
市
民
、
市
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

平
成
26
年
度
の
国
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
自
動
車
取

得
税
の
交
付
金
が
減
額
に
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
地
方

税
で
あ
る
軽
自
動
車
税
を
増

税
す
る
話
が
出
て
来
た
。

　

今
回
の
増
税
に
よ
っ
て
、

２
千
７
百
万
円
程
度
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
自
動

車
取
得
税
の
減
額
は
４
千
万

円
で
、
軽
自
動
車
税
を
引
き

上
げ
て
も
、
１
千
３
百
万
円

の
減
収
と
な
る
。

問　

地
方
税
法
に
お
い
て
、

軽
自
動
車
と
は
別
に
小
型
特

殊
自
動
車
等
の
税
率
に
つ
い

て
市
町
村
の
条
例
に
よ
っ
て

税
率
を
定
め
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
か
ら
、
小
型
特
殊
自

動
車
や
法
人
市
民
税
の
税
率

の
改
正
に
つ
い
て
、
市
民
か

ら
の
意
見
の
募
集
や
「
市
の

憲
法
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る

秩
父
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
検
討
し

た
か
。

答　

特
に
検
討
し
て
い
な
い
。

問　

な
ぜ
検
討
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。

答　

検
討
と
い
う
話
に
な
ら

な
か
っ
た
の
で
、
実
施
し
な

か
っ
た
。

問　

市
民
が
受
け
る
影
響
は

大
き
い
と
思
う
が
、
市
民
へ

の
周
知
方
法
は
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

な
ど
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の

方
法
を
用
い
て
お
知
ら
せ
す

る
。

問　

市
税
条
例
34
条
の
改
正

に
よ
り
、
法
人
市
民
税
が
２
・

６
％
引
き
下
げ
と
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
前
年

よ
り
の
減
額
分
は
ど
の
位
か
。

答　

法
人
市
民
税
２
・
６
％

引
き
下
げ
分
は
、
地
方
法
人

税
と
し
て
法
人
が
直
接
国
に

納
め
交
付
税
特
別
会
計
に
入

り
そ
こ
か
ら
市
に
交
付
さ
れ

る
。
今
ま
で
自
主
財
源
で

※６月定例会（６月１１日から２５日まで開催）では、市長提出議案６件のほか、水道事業調
査特別委員会の設置についての決議を含めた議員提出議案６件、請願３件を審議しました。

※各議案に対する質疑および討論の主な内容は下記のとおりです。

６月定例会の議案質疑等の内容６月定例会の議案質疑等の内容

　　　　（吉田総合支所３階）　　

非
常
勤
消
防
団
員
に

非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の

係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例

支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

の
一
部
改
正

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

車種区分
現行税率

（平成26年度
課税）

平成27年度課税 平成28年度課税

平成27年
3月31日以前

登録

平成27年
4月1日登録

平成15年4月1日
から平成27年
3月31日登録

平成27年
4月1日以降
登録

初期登録から
13年経過車両
（平成14年度
以前登録）

三輪 3,100 3,100 3,900 3,100 3,900 4,600 

四輪以上
乗用

自家用 7,200 7,200 10,800 7,200 10,800 12,900 
営業用 5,500 5,500 6,900 5,500 6,900 8,200 

貨物用
自家用 4,000 4,000 5,000 4,000 5,000 6,000 
営業用 3,000 3,000 3,800 3,000 3,800 4,500 

専ら雪上を走行するもの 2,400 

小型特殊
自動車

農耕作業用 1,600 2,400 2,400 
その他のもの 4,700 5,900 5,900 

原付

50cc 以下 1,000 2,000 2,000 
50cc 超90cc 以下 1,200 2,000 2,000 
90cc 超125cc 以下 1,600 2,400 2,400 

ミニカー 2,500 3,700 3,700 
軽二輪（125cc 超250cc 以下） 2,400 3,600 3,600 
小型二輪車（250cc 超） 4,000 6,000 6,000 

階級役職対応表 所属別団員数
階　　級 役　　職 所　　属 団　員　数

消 防 団 長 消 防 団 長 本 部 1人
副 団 長 方 面 隊 長 中 央 特 別 部 隊 14人
分 団 長 副 方 面 隊 長 第 一 方 面 隊 293人
副 分 団 長 方 面 部 長 第 二 方 面 隊 274人

部 　 長 部 隊 長 吉田大田方面隊 274人
副 部 隊 長 大滝荒川方面隊 192人

班 　 長 分 隊 長 計 1,048 人
副 分 隊 長

団 　 員 隊 員

単位：円
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あ
っ
た
が
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
形
に
な
り
、
依
存
財
源
率

が
若
干
あ
が
っ
て
し
ま
う
。

影
響
額
に
つ
い
て
は
、
５
千

８
百
万
円
と
な
る
。

問　

交
付
税
と
し
て
市
に
入

る
場
合
ど
う
な
る
の
か
。

答　

ど
の
よ
う
に
市
に
交
付

さ
れ
る
か
は
、
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
税
と
し
て
市

に
入
っ
て
い
た
も
の
が
国
か

ら
配
分
さ
れ
る
の
で
、
市
と

し
て
は
今
ま
で
と
同
額
以
上

配
分
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

討
論

反
対
反
対

　

新
車
販
売
台
数
の
４
割
近

い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
軽
自
動

車
は
、
秩
父
市
の
よ
う
に
公

共
交
通
が
衰
退
し
た
地
域
で

は
、
住
民
の
重
要
な
移
動
手

段
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

原
付
・
二
輪
車
も
同
様
に
、

地
域
住
民
の
足
と
し
て
重
要

な
役
割
を
占
め
て
い
る
。

　

今
回
の
軽
自
動
車
税
増
税

は
、
秩
父
市
を
は
じ
め
と
す

る
地
方
の
住
民
ほ
ど
負
担
増

の
影
響
が
大
き
く
な
る
。
自

動
車
業
界
の
要
望
に
応
え
て

自
動
車
取
得
税
を
減
税
・
廃

止
し
、
そ
の
減
収
の
ツ
ケ
を

軽
自
動
車
税
の
増
税
で
賄
う

こ
と
は
、
国
民
に
対
し
て
、

消
費
税
増
税
に
加
え
て
二
重

の
負
担
を
押
し
付
け
る
も
の

と
し
て
容
認
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
34
条
改
正
に
つ
い

て
は
、
い
っ
け
ん
税
率
の
引

き
下
げ
に
見
え
る
が
、
引
き

下
げ
分
は
「
地
方
法
人
税
」

と
し
て
別
途
徴
収
さ
れ
「
地

方
交
付
税
特
別
会
計
」
に
繰

り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

企
業
の
実
質
負
担
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
な
い
。
問
題
は
、

地
方
税
の
一
部
を
国
税
と
し

て
徴
収
し
、
地
方
交
付
税
の

原
資
と
し
て
自
治
体
間
の
財

政
力
格
差
を
水
平
調
整
し
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

今
回
の
調
整
は
消
費
税
増
税

と
消
費
税
を
地
方
財
政
の
主

要
財
源
に
据
え
て
い
く
狙
い

と
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
容
認
で
き
な
い
。

反
対
反
対

　

軽
自
動
車
税
の
増
税
に
よ

り
、
約
２
千
７
百
万
円
の
税

収
増
と
な
る
が
、
消
費
税
の

引
き
上
げ
に
合
わ
せ
た
都
道

府
県
税
で
あ
る
自
動
車
取
得

税
の
廃
止
に
よ
り
約
４
千
万

円
の
税
収
減
。
総
じ
て
約
１

千
３
百
万
円
の
税
収
減
と
な

る
。

　

軽
自
動
車
税
の
引
き
上
げ

を
行
わ
な
い
場
合
、
国
の
交

付
税
の
算
定
が
変
わ
り
、
引

き
上
げ
を
行
っ
た
場
合
と
比

べ
て
約
８
千
７
百
万
円
の
税

収
減
が
推
定
さ
れ
る
。

　

自
治
体
の
経
営
の
た
め
に
、

軽
自
動
車
税
増
税
は
や
む
を

得
な
い
と
い
う
考
え
も
理
解

で
き
る
。

　

し
か
し
、
市
政
と
は
本
来

市
民
の
よ
り
よ
い
生
活
に
寄

与
す
る
為
に
あ
り
、
自
治
体

の
経
営
の
た
め
に
市
民
へ
の

負
担
増
が
容
認
さ
れ
て
い
い

の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

ま
た
自
動
車
取
得
税
の
廃

止
を
軽
自
動
車
所
有
者
へ
の

負
担
増
で
調
整
す
る
こ
と
に

疑
問
が
あ
る
。

　

軽
自
動
車
は
、
過
疎
高
齢

化
が
進
展
す
る
秩
父
市
に
お

い
て
、
今
後
よ
り
重
要
な
生

活
の
足
と
な
る
。

　

従
来
の
税
率
を
維
持
し
、

財
政
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
む

け
た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

こ
そ
が
目
指
す
べ
き
自
治
体

の
姿
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

小
学
校
２
校
の
校
舎
お
よ

び
体
育
館
に
つ
い
て
の
工
事

請
負
契
約
締
結
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ

れ
た
。

吉
田
小
学
校
校
舎
大
規
模
改

造
工
事

金
額　

約
３
億
６
千
７
百
万

円
（
税
込
み
）

業
者　

高
橋
・
有
隣
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

大
田
小
学
校
体
育
館
改
築
工

事金
額　

約
３
億
３
千
９
百
万

円
（
税
込
み
）

業
者　

守
屋
八
潮
・
黒
沢
・

黒
瀧
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

討
論

賛
成
賛
成

　

入
札
不
調
・
不
落
と
い
う

結
果
を
受
け
て
「
合
併
特
例

債
の
発
行
可
能
期
限
で
あ
る

平
成
32
年
度
末
を
考
慮
し
つ

つ
、
建
設
費
の
高
騰
が
沈
静

化
す
る
ま
で
の
間
延
期
す
る

こ
と
と
す
る
」
と
い
う
事
だ

が
、
建
設
費
の
高
騰
が
沈
静

化
す
る
と
い
う
確
か
な
見
通

し
も
な
い
現
況
下
で
は
、
原

点
に
立
ち
返
り
基
本
計
画
か

ら
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　

平
成
23
年
８
月
９
日
付
の

資
料
に
よ
れ
ば
、「
本
庁
舎
、

市
民
会
館
、
外
構
工
事
、
既

設
解
体
費
、情
報
イ
ン
フ
ラ
・

備
品
購
入
費
を
含
む
概
算
コ

ス
ト
と
し
て
、
約
49
億
円
を

想
定
し
て
い
る
。
こ
の
概
算

コ
ス
ト
の
額
は
、
事
業
規
模

を
最
大
と
し
た
ケ
ー
ス
で
本

庁
舎
及
び
市
民
会
館
の
床
面

積
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
建
設

費
の
低
コ
ス
ト
化
を
考
慮
し

た
う
え
で
試
算
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
財
政
計
画
に
基
づ

く
事
業
費
の
上
限
額
と
し
て

想
定
し
て
い
る
金
額
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
施
設
の
用
途
、

規
模
等
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
た
う
え
で
、
詳
細
な
設
計

を
行
い
、
上
記
金
額
の
範
囲

内
で
事
業
費
を
確
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。」
と
述
べ

て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
考
察
す
れ
ば
、
49
億
円
は

建
設
事
業
の
絶
対
条
件
で
あ

り
、
市
民
と
の
約
束
で
あ
る

と
理
解
す
る
こ
と
に
合
理
性

が
あ
る
。
議
請
第
２
号
は
、

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
反
対

　

請
願
者
の
気
持
ち
も
わ
か

ら
な
く
も
な
い
が
、
委
員
長

の
報
告
に
も
あ
っ
た
が
、
環

境
の
変
化
と
い
う
か
、
設
計

段
階
以
降
、
６
年
後
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決

定
し
た
こ
と
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
工
事
が
加
速
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
労

務
単
価
の
改
定
・
資
材
の
高

騰
、
さ
ら
に
消
費
税
率
の
改

定
な
ど
か
ら
、
当
局
か
ら
は

２
月
28
日
に
実
施
設
計
概
要

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と

に
、
３
月
議
会
で
26
年
度
予

算
案
を
可
決
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
説
明
に

つ
い
て
は
、
市
報
ち
ち
ぶ
４

月
号
で
、
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
建
設
概
要
の
説
明
が
さ
れ

て
お
り
、
49
億
円
の
事
業
費

に
さ
ら
に
、
９
億
円
の
費
用

が
必
要
と
理
解
を
求
め
て
い

る
。
市
民
説
明
会
も
４
月
25

日
か
ら
５
回
開
催
さ
れ
市
民

へ
の
説
明
も
な
さ
れ
て
き
て

い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
請
願

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
　

反
対
討
論
あ
り

　
　

賛
成
討
論
あ
り

　
　

反
対
討
論
あ
り

　　６月定例会本会議の様子　　　 　　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

本
庁
舎
建
設
及
び
市
民

本
庁
舎
建
設
及
び
市
民

会
館
建
設
を
市
民
へ
の

会
館
建
設
を
市
民
へ
の

説
明
通
り
の
金
額
約

説
明
通
り
の
金
額
約
4949

億
円
以
下
で
建
設
す
る

億
円
以
下
で
建
設
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
願

こ
と
を
求
め
る
請
願

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
た
め
地
域
の

ム
構
築
の
た
め
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
支
援
を

実
情
に
応
じ
た
支
援
を

求
め
る
意
見
書

求
め
る
意
見
書

使
い
捨
て
労
働
と
ブ
ラ
ッ

使
い
捨
て
労
働
と
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
化
を
加
速
す
る
労

ク
企
業
化
を
加
速
す
る
労

働
者
派
遣
法
案
等
の
廃
案

働
者
派
遣
法
案
等
の
廃
案

を
求
め
る
意
見
書

を
求
め
る
意
見
書


